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受
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秋
山
、
ん
ー
て
の
官
！
べ
γ
、
高
権
的
任
務
の
遂
じ
に
あ
た
っ
亡
、

る
と
い
う
川
町
問
権
限
攻
論
が
共
通
河
川
子
J

て
存
在
寸
る
」

出
家
に
普
通
的
な
警
察
権
詑
を
八
刀
一
T
L
て
い

ー
ベ
川
｝
の
議
人
耐
の
中
で
円
だ
な
一
致
が
R
ら
れ
る
の
は
、
一
行
政
主
体
小
実
体
的
に
警
察
車
征
中
一
免
れ
る
こ
と
は
ぽ
h

ζ

パ
う
U

で
z
め
る
U

ー一

主
体
的
筈
禁
法
が
字
、
質
的
位
祭
作
用
に
認
寸
る
一
般
法
ど
し
て
2
4コ
す
る
ド
イ

y
y
一
異
な
り
、
わ
が
一
ょ
で
は
、
わ
政
主
体
に
対
し
℃
um

公Jう円造物日供用問1ホJWJ'Eと警察ttjイ

山
内
示
責
吋
が
妥
当
す
る
か
と
い
工
つ
形
で
内
政
判
J
M
て
ら
、
れ
て
お
ら
ず
、
実
体
的
警
察
責
任
と
形
式
配
竺
れ
れ
」
只
斗
！
万
分
離
と
レ
、
ノ
た
考
え
方

は
H
斗
ら
れ
な
レ
υ

し
か
し
、
行
攻
、
で
凡
悼
の
／
什
斗
に
も
w
I
然
に
ひ
注

ι優
位
が
妥
ψ
ー
す
る
か
ら
、
山
ら
が
州
市
H

特
し
な
い
法
注
で
J

めつ

C
も

を
に
れ
に
付
先
わ
泣
い
こ
ー
と
は
ご
さ
れ
な
い
と
い
7
一
と
見
解
が
け
見
ら
れ
い
、

総
立
」

行
政
王
い
が
杭
ム
刊
の
資
併
に
お
い
こ
行
為
す
る
ぬ
ム
口
に

は
、
行
政
庁
か
ら
ぷ
人
に
だ
し
こ
川
げ
ら
れ
る
よ
ろ
な
処
分
が
乞
さ
れ
る
と
J
は
原
町
則
的
に
乞
い
と
と
も
山
内
認
大
れ
て
い

が
っ
て
、
わ
が
岡
山
お
い
て
也
、
俳
人
M
的
に
は
、
中
人
体
的
ぎ
か
γ
旦
江
い
と
形
卜
人
的
警
－
d
u
支
江
吉
区
別
し
、
営
－
d
T
u
r
－
－
必
］
祭
主
日
い
い
な
令
寸

る
行
政
主
体
に
い
叫
し
え
い
か
な
る
出
区
な
と
り
う
る
か
？
と
い
う
問
題
へ
の
一
回
答
L
Y

は
闘
わ
り
た
〈
、
当
該
行
政
÷
丁
体
に
は
主
体
的
筈
宗

責
任
が
妥
－
す
る
と
す
る
ト
イ

y
の
考
え
方
が
な
じ
ま
な
い
に
は
一
口
え
な
レ
で
あ
ろ
、
ノ
c

そ
の
限
り
で
、
わ
U
J
M
L
ι
お
い
て
も
、
行
政

十
戸
川
刊
に
は
少
な
く
と
も
実
什
的
社
以
エ
只
村
山
が
愛
川
「
る
2
い人ノ札ヘ刷灯一法
I
3
一
石
川
す
る
と
一
日
一
ノ
一
一
と
が
で
予
工
え
ノ
ご
η
プ
ベ
ノ
で
あ
れ
ば
、

造
物
を
管
球
す
る
棒
m
院
を
有
す
る
行
政
、
↓
体
が
、
巾
一
成
骨
造
物
に
つ
い
て
前
z

祭
湾
反
の
状
態
を
牛
じ
さ
仕
て
は
な
つ
な
い
ー
ニ
い
う
ん
川
越

し

Ul<J<、it・'?iお＇..31 157i引 ic初出.nJ



も
ま
た
、
巾
寸
断
三
議
論
心
前
犯
と

L
て
ま
ψ
」
す
る
と
い
う
い
と
が
確
認
で
き
る
v

血

判
測
に
お
け
る
供
財
関
連
取
庇
沿
い
ー
ν
除
隊
的
関
取
山
叫

レ
仇
川
ー
で
は
、
判
例
に
表
れ
た
供
用
関
連
取
抗
作
品
い
、
〕
機
限
的
時
抗
の
性
質
に
つ
い
て
整
問
し
ん
」
芝
、
崎
川
刊
で
ぬ
っ
た
品
川
湾
初
管
理

主
体
の
天
体
的
悼
J
N
Y
責
任
と
い
う
何
者
以
い
枠
組
が
と
の
、
て
一
ノ
に
一
世
E
ー
さ
れ
つ
る
か
を
考
察
「
る
r

供
戸
同
関
述
取
山
叫
な
！

γJ機
詩
的
取
泌
を
山
一
ド
人
化
1
ν

た
大
阪
学
港
北
札
訟
門
医
両
l
刊
判
伏
に
よ
う
れ
は
、
「
日
忍
貼
信
作

一h
h

代
、
〕

1

6
7
E
U
J
 

造
物
の
設
店
又
は
じ
攻
心
限
庇
ζ

は
、
け
い
造
物
が
有
す
べ
き
安
全
性
心
町
一
欠
い
て
い
る
状
態
を
い
う
の
と
あ
る
が
、

一
一
ご
に
い
う
£
全
的

の
欠
一
軒
、
す
主
わ
ち
、
池
人
に
伝
宝
ハ
z
f
｝
及
ぼ
す
危
険
性
の
あ
る
状
品
、
と
は
、

ひ
、
ぐ
り
当
該
育
法
物
を
構
成
す
る
物
的
施
設
九
一
体
｛
ニ
仔

γ

る
物
在
的
、
外
形
的
な
欠
陥
一
ぱ
レ
し
不
倫
に
よ
っ
に

般
的
に
右
の
よ
う
な
危
U
1
7
2
止
ぜ

L
め
る
危
険
汁
が
丸
る
場
。
の
み
去
ら
ず
、

そ
の
す
れ
迄
物
、
炉
供
用
判
的
に
沿
っ
て
利
川
刑
さ
れ
る
、
｝
と
と
の
湾
企
に
お
い
ヨ
て
危
ー
を
止
せ

1
め
る
危
険
刊
が
あ
る
場
討
を
も
ん
円
み
、
ま

士
、
そ
の
F

仙
台
は
、
営
造
物
心
利
用
者
に
対
し
て
の
み
な
、
h
ず
、
利
川
市
長
以
外
の
第
者
に
判
ず
る
と
れ
十
色
合
む
も
れ
い
り
と
服
す
ペ
台

で
め
る
す
立
わ
h
、
巾
i
該
ザ
r
造
物
パ
V

利
川
の
態
様
及
ひ
行
皮
が
一
｛
ヒ
（
山
♂
限
度
に
と
ど
ま
る
限
り
に
お
い
て
は
メ
心
施
設
に
や
汚
点
止
を
作

せ
し
め
る
μ
牛
取
市
仁
川
d

な
く
と
も
、
こ
れ
な
超
え
る
刊
田
川
に
よ
っ
て
危
宇
を
A
J
H
し
め
る
危
険
性
が
あ
る
決
、
同
に
あ
る
場
企
に
は
、
そ
の

よ
う
な
利
川
市
に
供
さ
れ
る
以
内
に
お
い
て
右
J

〕
造
担
の
設
計
、
管
坦
に
は
政
批
が
あ
ャ
匂
と
い
う
を
妨
げ
ず
、
し
た
が
っ
て
、
？
い
け
i

造
吻

の
判
同
盟
－
m廿
制
四
一
ガ
ピ
む
い
て
、

かし
m’
る
危
険
性
が
あ
る
に
も
か
h
Jわ
ら
ず
、
こ
れ
に
つ
き
特
段
の
措
迂
生
講
ず
る
こ
と
な
く
、
ま
た
、

辿
切
な
制
限
乞
剖
え
な
い
ま

1
こ
れ
乞
利
川
い
供
、
ー
そ
の
和
一
犬
利
い
』
J
A
ロ
又
は
第
一
戸
に
け
刊
し
亡
現
実
に
危
1
－↓を土
4
f
J
め
た
と
き
は
、

そ
れ
が
L
4
b
L
e
込
現
者
の

1
J
m
L
，L
q
い
事
自
に
ホ
る
Jも
の
で
な
い
限
り
、
凶
門
家
賠
償
法
二
条
項
の
規
f

汚
れ
よ
る
言
自
を
免
れ
る

( 1：，）（六法、アl仁D ¥:i・ If渇＇ 8＇ーヮ：：：OOc.11 



と
L
」
川
以
乏
し
寺
泣
い
F

ま
A

にー一

本
件
空
港
の
比
俣
市
の

i
う
な
国
の
ノ
0
7
2共
事
業
が
第

高
に
対
す
る
伐
係
に
お
い
て
泣
は
ほ
将
利
侵

宝
一
一
な
い
し
？
日
係
授
ム
士
］
2
な
る
か
と
う
か
な
刈
断
す
る
山
ゐ
λ
つ
て
は
、
ね
山
パ
ー
一
行
為
心
態
様
と
口
し
眠
中
心
程
段
、
根
侵
害
利
V
八
仰
の
仕
立

と
内
容
、
日
眠
中
一
行
為
の
も
つ
公
共
性
な
い
し
公
抗
上
心
必
要
件
の
内
容
と
れ
度
等
、
中
比
収
検
討
j
る
ほ
か
、
伝
単
一
行
九
（
り
悶
給
と
そ
の

後
の
川
和
殺
の
が
川
渦
及
ひ
状
JU、
そ
の
闘
に
と
ら
れ
た
被
宇
一
の
防
じ
に
関
す
る
措
置
の
有
無
投
び
こ
の
内
将
、
効
宗
門
i

ョ
の
弔
怖
を
も
考
慮

、
三
こ
れ
ら
を
総
〈
日
的
に
XJ日常、
ν
て
こ
れ
包
決
ず
べ
き
も
の

こ
こ
と
は
、
ま
ず
、
供
応
関
連
限
仇
な
い

L
機
詩
的
取
抗
は
利
い
何
者
に
叫
刊
す
る
椴
抗
と
第
一
昔
に
対
「
る
取
抗
を
区
別
す
る
こ

ζ

を
別
売
こ
さ
れ
て
い
る
n

つ
ま
り
、
内
一
川
者
に
け
刊
し
て
は
政
庇
が
な
い
状
恕
セ
あ
っ
て
も
、
信
一
一
蓄
に
対
し
て
は
服
店
れ
か
認
吟
A
l
つ
れ

る
n

こ
こ
は
は
、
限
抗
心
人
的
山
相
川
刻
性
ζ

一日
1

ぺ
き
状
川
山
か
成
tυ
す
る
こ
？
ぐ
に
な
る
。
一
五
家
臨
償
法
一
条
が
山
一
一
肘
さ
、
孔
る
行
政
作
川
市
に

公Jう円造物日供用問1ホJWJ'Eと警察ttjイ

町、1
て
は
、

一
円
え
る
場
九
は
で
丸
っ
て
も
、
特
む
の
有
と
の
問
A
M
叩
で
通
法

底
知
の
子
一
h
、
仙
仙
の
有
あ
る
い
は
般
と
の
町
民
係
で

吟
が
問
問
但
と
云
）
匂
場
合
が
d

め
る
r

例
え
ば
、
同
、
俗
営
業
で
あ
る
凶
宗
判
、
人
目
場
殺
の
照
業
ケ
↓
山
間
H
B
d
J
る
ん
一
め
に
、
地
一
五
可
長
が
／
什
っ
た
児

童
選
民
設
自
詑
川
申
請
を
斗
山
め
ー
た
県
知
事
の
訟
り
処
分
は
、
レ
i
該
業
者
と
の
院
町
内
刊
で
は
達
い
い
で
あ
る
と
し
た
仰
が
典
主
で
あ
る
が
、
い
へ

同
七
C
九
条
が
ん
州
市
さ
れ
七
事
例
と
（
て
、

ー
！
拘
遊
山
内
の
協
パ
ン
ポ
作
否
し
す
に
こ
と
に
つ
い
て

て
れ
出
し
た
業
者
に
対
す
る
悶
係
で
茂
ほ
と
作
品
？
つ
る
し
仁
さ
れ
允
判
が
為
る
と
凶
家
賠
償
は
二
九
れ
い
に
刊
い

IT 
'" 

-"' 
め

fi
、bIA山
v

j

t

 

凶
一
先
立
？
と
い
条
に
お
け
る
と
う
な
途
法
判
い
が
安
件
と
た
一
っ
て
い
る
り
と
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず

仰
い
川
市
関
記
良
氏
、
な
い
し

の
折
組
が
じ
り
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
け
、

機
能
的
取
抗
の
場
合
、
お
一
メ
に
対
す
る

「
治
法
な
権
利
侵
害
な
！
：
〕
法
抗
日
比
1
門

人
的
相
対

川
内
と
い
う
構
造
白
体
に
伝
い
て
践
に
、

回
家
賠
償
法

条
の
泊
用
に
お
日
る
連
日
出
性
の
人
的
相
対
性
と
い
ス
問
川
田
状
M

い
と
の
近
特
性
b
f

と
も
に
、
間
認
の
解
決
に
は
行
政
治
粧
品
的
乞
俊
民
的
な
考
梨
3
安
ず
る
こ
と
を
不
ー
ぶ
l
L

い
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と
こ
ろ
で
、

同
家
賠
償
比
一
条
や
え
法
じ
と
九
条
が
、
制
一
掃
さ
れ
る
述
渋
川
は
の
人
的
桐
ι利
性
心
泌

E
に
つ
い
J

は
、
泣
比
一
性
が
詰
め
ら

れ
る
私
人
以
列
じ
か
し
て
は
、
出
川
照
と
な
る
行
政
行
用
が
追
い
と
さ
れ
氾
け
る
、
｝
の
こ
と
か
、
り
、
こ
、
り
よ
ぷ
な
湯
而
は
、
行
政
判
例
の

注
は
が
い
を
説
提
「
す
る
相
主
川
町
情
よ
り
も
、
行
政
作
用
自
体
は
冶
伝
と
し
つ
つ

行
政
作
併
に
と
｝
亡
バ
i

守
〕
た
い
十
一
百
凶
さ
れ
ー
に
指
中
け
に
つ

い
て
補
填
J
K

た
つ
つ
損
失
制
償
の
方
が
迎
合
的
で
あ
る
と
い
ス
拘
抗
日
’
な
さ
れ
亡
い

供
出
関
連
時
抗
な
い
7

し
機
能
的
政
抗
に
つ
い
て

も
、
説
記
大
阪
九
一
洛
訴
訟
最
高
ぶ
判
決
は
、
巾
将
司
法
性
の
判
断
安
士
、
と
、
〕
て
の
三
洛
供
用
行
為
の
公
共
性
い
問
、
二
ー
一
、
航
空
機
に
ふ
る
巴

速
な
公
日
ハ
川
刊
誌
の
必
民
性
乙
い
う
公
共
的
利
バ
の
実
現
は
、

被
L
L
告
人
ら
を
ム
パ
れ
〕
川
辺
住
民
乙
い
う
限
ら
れ
た
一
割
少
数
ノ
色
の
特
別

の
ー
で
の
ム
J

一
町
花
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
右
過
寸
る
ご
y
し
の
で
き
z叫
い
zパ

と
い
う
十
百
羽

J
D
T

用
い
て
、
奈
川
ス
笥
償
／
一
の
近
似
性
を
不
僻
ん
し
て
い
る
。
こ
の

f
〆
｝
は
、
小
山
工
池
凶
川
辺
り
日
明
リ
R
対
策
が
目
別
法
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い

る
｝
了
こ
か
ら
？
も

こ
の
よ
う
な
損
失
補
償
的
な
構
成
に
つ
い
て
は
、

一宇、！
汗
f

K

L

V

一vh
J

町
、
述
浪
ι
札
な
い
し
機
能
中J
浪
花
一
炉
内
包
と
ん
32一
川
西
で
は
、
供
用
／
什
込
切
に
か
古
る
被
害
者
と
呉
ノ
採
者
正
数
的
芯
バ
ラ
〆
入
、
β
崩
れ
て
い

る
こ
と
と
と
も
に
、
そ
、
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
公
共
速
や
）
坪
山
間
と
し
て
被
害
者
の
殺
前
ケ
↓
ボ
定
I
て
l
ま
わ
な
い
前
坪
が
ぶ
め
ら
れ
る

刈
一

と
と
を
不
L
て
い

4W一
同
大
以
内
一
応
訴
訟
最
高
裁
判
決
が
採
用
、

rる
「
淫
伏
性
」

の
判
円
断
枠
制
は
、
公
害
訴
訟
ケ
一
品
い
て
田
川
い
ら
れ
と
き
こ
受
芯
限

校
請
に
依
刷
問
し

I
い
る
が
、

z
u
m、
い
似
す
J

活
字
の
チ
見
可
保
性
特
長
田
近
可
彪
糾
れ
と
い
っ
ハ
一
過
失

な
い
v

こ
れ
に
礼
、
三
一
三
浴
伐
い
い
山
一
行
為
に
つ
い
て
騒
肯
汁
比
一
八
の
不
備
乞
刷
出
自
に
国
家
財
償
法
条
ピ
適
応
し
た
場
企
、

の
山
女
京
は
ム
い
め
り
れ
て
い

小
作
お
な
尚
一
日

と
「
る
違
法
性
の
判
断
枠
組
の
品
川
に
目
制
烹
発
片
の
予
以
可
人
良
川
内
・

μ
町
長
阿
遊
川
目
配
性
が
合
め
ら
れ
得
る
こ
と
主
考
脳
「
司
令
、
ベ
凹
家

鮎
償
法
券
、
を
山
市
一
J
る
こ
と
に
正
義
が
認
め
ら
れ
る
h

一
こ
に
な
る
υ

て
は
、
F

一
心
よ
入
江
過
失

の
川
県
素
な
ー
に
或
，
り
す
る

能
川
市

( 1：，）（六法、アl仁D¥:i・ 1'10) 8' :::OOc. 11 



桜
害
賠
償
責
仔
は
ど
の
よ
う
に
長
え
る
べ
き
以
心
て
お
ろ
う
か
へ
読
ん
h
賠
悩
支
に
い
は
、
被
害
μ
九
六
年
J

ど
訪
は
し
な
か
〉
土
責
任
で
あ
る
か

ら
、
当
品
川
山
い
山
被

ι↓
琵
守
防
J
H
の
に
め
り
桜
mw（T
／
～
責
任
が
骨
造
物
管
財
一
正
体
に
存
キ
し
な
け
れ
ば
な
ら
ん
』
い
つ
つ
ま
り
、
リ
下
造
均
管
理
十

体
に
第
三
者
二
し
げ
ず
す
る
山
内
抗
除
去
に
閲
す
る
搾
以
と
芯
誇
が
認
め
り
れ
た
百
け
れ
ば
な
ら
た
い
っ
こ
の
点
に
闘
し
て
、
説
記

λ
阪
U

法
一
前

訟
以
内
高
裁
判
決
た
は
、
ナ
川
7
ト
め
訂
ぷ
に
関
わ
っ
て
で
あ
る
が
、
ん
ム
権
必
の
一
行
使
ま
木
質
的
内
符
と
、
〕
h
a
い
井
椅
力
的
な
rJ司
仕
切
特
坦
拘

の
離
党
必
の
規
制
与
の
坑
J
P

一
行
政
桟
が
不
寸
分

」
の
こ
ど
は
、
ム
判
決
に
お
し
て

体
的
に
行
使
さ
れ
て
し
る
し
」

は
民
事
月
1
1
1

め
諸
求
を
京
泊
法
乙
一
コ
ノ
る
俣
拠
r
Zぐ
れ
ず
九
の
で
あ
る
が
、

い
三
一
工
、
正
司
は
さ
れ
る
の

そ
の
斗
は
さ
し
あ
た
り
行
い
て一公一

は
、
第
三
考
に
対
す
る
取
低
防
J
－
除
ム
日
に
関
す
る
棒
限
即
日
γ
活
折
的
に
捉
え
ら
れ
こ
い
る
、

τ）
で
あ
る
ハ
こ
の
よ
う
な
、
骨
造
物
の
管

日
司
に
持
、
わ

Jて
品
二
者
に
刻
γ
γ
Q
限
抗
争
一
r

防
止
・
除
ナ

FJる
ん
品
J
u
お
な
怪
限
乙
斉
午
ー
は
、
ど
一
り
よ
有
に
し

け
ら
れ
る
の
↑
ど
丸

アゴつ
h
J
O

i

－
d
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こ
こ
で
、
先
に
直
ヘ
に
常
“
巴
物
持
進
、
r
体
の
実
体
的
問
一
祭
責
勺
！
と
工
つ
枠
組
の
冶
羽
サ
能
性
叫
を
考
え

t
み
た
い
ー
先
に
見
た
よ
う
に
、
刊日

駄
］
J
円
勺
只
H
T
は
い
氏
事
責
任
「
小
法
行
為
責
つ
」
と
宍
な
わ
、
責
任
主
体
（
り
つ
羽
仕
入
を
パ
九
日
也
け
と
し
て
い
な
い
乙
L

h

J

h

川
、
、
ま
ず
、
日
品
物
航

管
坪
王
1

悼
む
弘
治
ム
一
者
L

村
ず
る
浪
寂
除
去
表
務
に
求
め
ら
れ
る
ー
過
失
な
、
三
民
日
い
れ
と
い
う
構
成
に
は
流
ム
門
的
で
糸
一
る
つ
日

ま
た
、
A
W

察
立

yrは
、
店
じ
の
行
為
又
は
そ
心
江
川
叫
す
る
物
か
ら
A

T

な
小
川
忠
反
の
以
辰
吉
生
じ
さ
山
t
k
い
と
い
う
内
山
？
で
ふ
り
る
か
ら
、
川

H
V
I
造
物
の
管
理
に
際
し
て
付
、
と
り
わ
け
司
辺
作
況
に
い
刈
｛
二
恭
一
汗
違
反
の
状
能
。
中
止
ヤ
ぜ
さ
せ
ん
百
い
と
い
う
包
括
的
な
責
任
が
導
か
れ
ぺn
d
 

プ

q

r

お

供
巨
庁
関
連
限
状
ど
つ
い
て
は
、
受
忍
限
度
の
判
断
長
素
と
vν

て
、
侵
＋
γ

行
為
の
刊
引
い
一
綜
と
佼
主
の
程
変
、
い
限
れ
民
主
引
益
の
性
質
と
川
谷
、
ぃ
f
、
あ
f
J

J
V

へ店

侵
害
行
為
の
も
つ
公
共
性
な
い
〆
八
ム
r
ド
し
し
の
必
川
女
性
心
内
将
と
芯
度
比
也
、
侵
害
行
為
の
開
始
と
こ
の
絞
の
林
山
恨
の
お
辿
及
び
状
↓
山
、
り
で

の
潤
に
と
い
つ
れ
た
投
与
口
心
防
j
に
関
す
る
在
監
の
右
u
t

川
及
む
そ
の
山
口
容
、
効
果
等
の
雫
怖
の
前
九
口
的
考
察
即
日
v

求
め
ア
れ
る
。
他
ト
刀
、
合



塩
小
川
レ
「

は
、
何
人
心
烹
命
、
健
康
、
自
作
、
名
誉
J
ん
は
財
産
1
ぐ
と
も
に
、
同
率
F
人
は
？
と
心
花

d
F
R
E
E
r
E習ロ）

の
状
態
が
ノ
「
ま
れ
る
υ

し
ー
た
が
っ
て
、

の
状
能
川
が
発

4
し
て
い
る
か
ど

A
m
c判
制
に
お
い
て
は

／、
d
h

～
守
d

J
T
hヲ
の
れ

日
体
円
世
間
伝
活

同
（
り
向
日
付
衡
旦
一
川
戸
必
裂
で
丸
け

つ
公
共
が
い
と
個
人

の
問
で
も
利
p

ハ
川
街
円
旦
が
必
安
と

骨
造
物

」

に〉

任
の
捉
え
ト
乃
は
、
山
一
店
喝
の
皆
川
一
者
に
対
す
る
戚
折
除
ぶ
表
扮
の
鋭
、
九
十
A
t
p

親
和
的
て
あ
る
「

最
伐
に
、
町
営
察
責
任
を
伊
保
子
る
権
限
に
つ
い
て
は
、

Z

～
に
悼
ん
L
P

～一
a
v
ノに、円一～

次
的
に
は
問
題
と
な
ゐ
行
政
ニ
体
が
日
ら
の

rH
，

主
任
に
お
い
て
実
質
的
な
竺
崇
責
打
を
引
き
受
け
る
こ
い
、
ぺ
考
え
方
予
ド
イ

y
にい
U

い
て
は
通
説
・
判
例
で
あ
る
ペ
マ
リ
J

て
、
こ
り
わ

げ
常
遺
物
持
法
体
の
場
合
、
常
造
物
特
謹
持
阪
に
付
随
す
る
敢
然
椛
悼
す
が
そ
の
場
A
U
D
責
任
履
行
の
た
め
の
棒
限
伎
拠
と
ミ
ト
れ
る
υ

し
に
が
て
f
、
、
営
止
と
物
色
ポ
一
丁
体
の
包
括
的
な
第
一
二
者
に
刻
一
oJ
る
限
民
除
去
の
暗
刊
問
、
／
〕
古
（
征
中
一
幕
必
づ
日
る
砕
い
が
乙
し
て
、
（
実
休

zu

合
計
茂
年
い
の
珪
請
は
一
町
立
中

7

に
だ
し
、
最
交
の
警
察
責
包
寸
乞
担
保
す
る
椛
川
町
に
つ
レ
て
は
、
先
に
述
べ
に
よ
う
に

ド
ノ
ソ
に
お
レ
て
は
実
質
舟
崎
山
察
法
か
一
般

法
と
し
と
機
能
し
て
い
る
と
い
う
事
清
乞
M
机
し
と
担
訴
す
べ
き
で
は
な
い
じ
わ
が
当
C
州
市
丘
、
日
起
物
色
副
社
ム
下
体
に
そ
の
よ
う
云
汀

吋店仙川ん品位同亡旧小佐能パ刊
J

認
め
ら
れ
得
る
か
V
L
沿
っ
か
、
認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、
ど
の

I
う
な
権
限
が
か
ま
れ
う
る
か
は
、
ぞ
れ
自
什
仲
間
出

が

で
め
る
わ
し
か

L
、
第
一
長
に
」
F
ヘ
す
る
収
批
除
去
表
札
伐
の
日
明
／
わ
が
，
K
治
物
江
川
叫
権
限
ハ

γ凡
な
ら
ず
、
警
察
続
問
等
の
似
の
一
色
［
い
け
の
権
限

心
履
行
も
り
悦
安
J
す
る
と
し
て
も
、
戸
店
物
件
目
坦

i
体
の
主
体
的
筈
察
責
任
と
い
う
構
成
ぷ
成
パ
YJvr？
？
ゐ
こ
と
ご
妨
げ
る
も
の
で
は

た
い
ポ
め
ム
リ
－

t
阿
川
口
問
一
コ
勺
絞
訴
訟
必
ー
同
裁
判
決
が
、
、
脳
切
た
一
枯
山
中
luM止
れ
置
が
込
路
管
目
、
告
の
四
肢
の
持
政
に
局
し
て
い
な
い
L
Y

一切

か
、
法
待
出
品
乏
が
な
い
と
い
っ
た
こ
と
さ
、
相
官
は
凶
然
主
任
ur
否
｛
止
む
き
な
い
と
寸
ゐ
こ
と
は
、
こ
の
こ

t
と
張
合
的
で
あ
る
い

以
ー
か
ら
、
身
造
物
色
川
町
工
作
の
第
一
垣
正
汁
「
司
令
政
庇
除
町
義
務
は
、
営
渋
川
明
F
h
即
工
体
の
一
実
体
的
警
察
号
一
一
任
の
枠
組
三
某
従
つ

げ
る
な
ら
ば
、
単
一
九
円
的
に
従
え
る
ニ
乙
が
と
き
る
F
A正
竹
r
v
y
h
Q
と
ヲ
ム
｝
で
？
の

( 1：，）（六法、アl仁D¥:i・ l'l''i 8'6 :::00,.11 
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公
の
営
造
物
心
供
同
の
さ
止
め
講
ボ

、
第
一
告
に
対
す
る
mmM机
除
上
主
ww
ピ
実
体
的
警
察
奇
任
の
枠
組
立
捉
え
る
こ
J
が

けいい造物

の
供
用
の
茅
止
め
ピ
コ
し
い
て
も
、
ハ
飢
必
と
は
且
パ
作
品
つ
よ
7
h
w

悦
士
山
事
一
川
供
す
る
こ
と
が
あ
り
料
る
「
す
伝
y
h
V
L
H

、
民
高
裁
判
例
に
お
い
て
は
、

完了港
r公
芹
防

ιの
場
ム
円
と
辺
路
公
宝
防
止
の
は
肩
入
甘
い
、
公
桟
力
性
が
異
な
ハ
て
問
解
さ
れ
、

ノ
て
芹
止
め
九
関
「
る
礼
法
υ

の
あ

わ
J

方
が
ん
川
町
瞭
な
ま
ま
で
あ
る
が
、
戸
公
行
防
止
義
務
の
北
市
対
抗
を
九
天
体
的
苦
察
長
任

さ
共
通
さ
せ
る
こ
y

が
で
き
る
こ
、
救
済
の

あ
り
方
も
～
仏
以

r
は
川
十
ハ
な
一
っ
て
同
叫
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
一
円
花
件
が
あ
る
J

ま
ず
、
従
来
の
議
論
争
点
ポ
河
し
っ
、
お
こ
う
n

氏
主
ア

t什
v
t
h
止
め
請
求
に
つ
い
て
は
、
物
権
目
的
請
求
権
説
、
人
格
権
乱
、
原
山
恒
権

公Jう円造物日供用問1ホJWJ'Eと警察ttjイ

一
品
、
小
ぺ
い
行
為
説
が
た
る
と

公
の
パ
n内
造
物
心
色
刷
に
つ
い
て
も
、
大
阪
宇
治
訴
訟
以
高
裁
問
決
以
山
は
、

が
可
能
だ
と
い
考
え
ら
れ
、

九
際
】
一
、

大
阪
空
治
訴
訟
位
訴
審
判
決
に
お
い
て
は
、

民
平
？
に
／
UJ
茅
止
め

人
格
権
に
広
つ
く
系
H
ーか
U

清
水
b
認
め
ら
れ
て
レ

先
r
t
o
附
加
に
れ
た
よ
う
に
、
↓
八
一
阪
空
港
訴
訟
最
長
ぷ
判
決
は
、

肉
店
空
港
の
管
呼
に
お
い
て
は
空
港
管
呼
権
と
航
川
ア
山
政

と
わ
り
に
は
R
L
、

桧
U
U
M

不
可
分
一
体
的
に
わ
使
ぎ
わ
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
全
市
拠
に

供
川
市
左
し
止
め
が
航
空
行
一
以
附
刊
の
行
柿
hmv
取
J

日
公
吏
九
六
、
し
ぞ
れ

活
動
J

ど
い
氷
め
る
も
の
だ
と
し
て
、
行
政
一
前
－
出
の
十
刀
法
に
よ
り
何
ら
か
の
詰
小
平
が
ご
き
y
？
？
ど
う
か
は
と
も
か
く
と
い
コ
つ
、

J
A
事
ト
の

お
求
は
が
溜
伝
て
あ
る
と
叫
問
。
v

hん
っ

、
ん
二
洛
の
供
応
μ

差
l
め
請
h

仙
の
あ
L

り
卜
々
に
つ
い
亡
、
、
」
一
d

説
に
お
い
し
大
き
な
設
前
が
巻
き
起
こ
句
、

辿
法
と
す
る
見
解
が
依
然
と
、
〕
亡
、
l

正
抗
さ
れ
る
方
で
、
汗
政
事
件
訴
訟
法
問
条
の
公
法
卜
の
吋
－
Zγ
告
訴
訟
を
話
一
院
す
べ
き
さ
あ
る
b
f

4
 

ず
る
見
簿
、
F
川
名
抗
己
訴
訟
と
し
て
の
義
務
付
け
詳
訟
も
考
え
L

れ
る
と

f
，hvμ
得
、
住
む
抗
に
ぷ
叶
y
y
u
j
J
て
の
権
力
的
対
宍
印
判
除
訴

」

い
何
事
さ
i
ぬ
よ
円
子
乞
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に
叫
）

↓訟、川
M

考
え
ら
れ
る
と
い
ヲ
る
け
見
解
ほ
ど
が
持
不
さ
れ
に
コ

最
高
ふ
ザ
ぃ
例
に
お
い
て
は
、

新
幻
空
港
一
J

叶一、弘司
ζ

E
川
辺
川
l

芯
に

『
F
A日

h

一、
h
u
m
U
出同、

定
期
航
竺
説
、
μ
一
事
業
免
斤
取
出
訴
訟
ピ
提
起
ト
る
い
原
作
武
裕
が
認
め
ら
れ
、
山
柄
拘
川
訴
立
の
時
択
肢
が
不
さ
れ
る

ん
で
、
注
点
の
供
出

いるロ

万
九！c
」人

jf 

古、

も
レ〉

c 

る

千丁
止7
1エ

法
お

1:,)( f＇、｛去：；1i ''i (., I 1•i) 818以001

差
H
め
に
つ
い
一
、
は
、
平
門
事
差
H
め
詰
求
ピ
泣
ヴ
い
と
す
る
判
断
y
u
不
AJch
た
什
さ
、
り
に
、

公
害
を
理
山
と
ず
る
一
消
防
供
用
の
民
主
主

ιめ
請
求
JT4dLnf
ゐ外一止に
M
L
ら
れ
る
ν

下
級
審
成
河
川
刊
に
お
い
て
は
、

五
mr山
い
山
逗
路

こ
の
よ
う
ん
d

議
論
状
況
の
司
ゼ
、
バ
ヰ
物
の
供
応
芹
l
め
の
法
的
核
杭
ん
は
統
的
見
解
げ
や
り
ん
ら
れ
伝
い
ま
土
、
今
日
ま
で
杭
移
、
〆
て

こ
の
状
況
か
み
九

t
る
司
令
件
性
は
、
ノ
仁
政
事
件
訴
訟
法
の
一

従
来
か
ら
ん
世
包
江
角
訴
訟
と
し
て
宇
一
！
日
が
↓
本
認
L
て
き
P

～
義
務
付
け
訴
訟
と
荒
止
め
訴
訟
が
宇
〈
定
化
さ
れ
る
い
〈
と
も
に
、
川
内
法
f
け
当

占
ア
再
訴
訟
の
一
奪
、
主
2
し
と
ん
ム
法
？
い
ん
ら
法
律
関
係
に

の
訴
え
が

に
所
一
一
小
さ
れ
た
U
η

没
者
の
弁
え
は
、

処
分
注
の

引
所
路
の
中
で
、
行
双
行
為

L
F
J
 

〆い川

K
J
J
一

以
外
正
行
せ
一
円
用
に
湾
「
】
I
G
訴
訟
戸
乃
一
受
け
肝
か
見
出
き
れ
な
い
、
こ
と
の
解
決
注
と
し
と
探
川
刑
さ

れ
に
と
い
う
粍
緯
か
ら
、

処
分
以
外
心
行
及
川
山
川
市
L

似
す
る
訴
訟
的

7iプ
口
l
ル
心
切
り
札
と
し
て
引
げ
さ
れ
て
い

拘
置
は
、

ι九
五
一
の
，
十
1
J

け
め
計
ふ
さ
わ
弓
場J
ム、

処
分
に
つ
い
て
は
抗
背
訴
訟
と
し
て
の
羊
止
め
訴
九
一
大
」
提
起
を
ま
ず
考
え
に
打
れ

処
分
以
引
の
汀
政
作
用
に
つ
い
て
は
抗
再
訴
訟
中
」
使
九
九
ι
い
た
め
、
勺
事
者
説
訟
と
し
て
の
す
ん
止
め
が
叶
訟
の
可
能
が
ー
を
謀

、
り
な
け
れ
ば
之
ら
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
ハ
切
伐
材
約
り
可
保
糾
い
は
、
坦
命
的
切
に
は
何
定
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
訴
訟
同
上
と
、
り
よ
了
ロ

委
川
け
で
認
め
ら
れ
る
の
か
、
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い

一
夫
際
ー
は
、
訴
訟
追
行
l
心
不
明
確
さ
の
ゆ
え
に
、
何
口
、
川
げ
の
小
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務
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仁
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収
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造
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れ
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を
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問
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と
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わ
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限
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叫
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近
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収
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潟
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岨
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検
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仲
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造
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れ
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司
伝
性
は

な
い
か
、
こ
い
う
ヴ
に
コ
い
て
も
今
後
の
検
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［
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反
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造
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佐
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へ
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台
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憧
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仏
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古
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古
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佐
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損
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ず
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又
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